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                                  ２０２４年１月１２日 

 

京王電鉄株式会社（本社：東京都多摩市、取締役社長：都村 智史、以下「京王電鉄」）は、独立

行政法人都市再生機構東日本賃貸住宅本部（以下「ＵＲ都市機構」）と共同で、多摩ニュータウンで

の暮らしの様子や地域の魅力を発信する Instagram アカウントを開設し、１月１５日（月）から運

用を開始します。 

 

本取り組みは、多摩ニュータウンエリア外に在住で、乳幼児や小学生の子どもがいる子育て世代を主

な対象として、架空のキャラクター「移住のたま子さん」（２人の子どもをもつ子育て世代）が、多摩

ニュータウンに在住している目線から本エリアの魅力等を継続的に紹介するものです。 

当社がこれまでにＵＲ都市機構と開催した、地域住民とのワークショップで挙がった声を踏まえ、

本取り組みでは両社が有する情報に加えて、京王沿線の八王子市や多摩市、稲城市による協力の元、

該当地域の市政情報なども収集し、広く情報の拡散が見込める Instagramアカウントを活用して情報

をお届けします。 

 

今後も自治体や地域の事業者と連携して、地域活力の向上等に向けた取組みを進めることで多摩ニ

ュータウンエリアの魅力を高め、長期的に住み続けられる街づくりの実現を目指します。 

 

詳細は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪Instagramアカウントイメージ≫ 

 

１月１５日（月）より運用開始！ 

多摩ニュータウンでの暮らしの様子や地域の魅力を発信する 

Instagramアカウントを開設します！ 



１．Instagramアカウントについて 

（１）概 要 

本取り組みは、多摩ニュータウンエリア外に在住で、乳幼児や小学生の子どもがいる子育て世

代を主な対象として、多摩ニュータウンでの暮らしの様子や周辺地域の魅力、生活する上で役に

立つ情報等を架空のキャラクター「移住のたま子さん」（２人の子どもをもつ子育て世代）が、

多摩ニュータウン在住者としての目線から継続的に紹介するものです。本エリアへの移住を考え

るきっかけにするだけでなく、すでに在住している方にも、生活に有用な情報を一元的に収集で

きる検索手段とすることで、長期的に多摩ニュータウンに居住していただくことを目指します。 

 

（２）アカウント情報 

「移住のたま子さん」 

ユーザーＩＤ：＠tamako_iju  ＵＲＬ：https://www.instagram.com/tamako_iju/ 

（３）キャラクター情報 

多摩ニュータウンに住む架空のキャラクター「移住のたま子さん」 

・家族構成：夫、子ども２人（５歳、２歳） 

・趣  味：緑ある場所をお散歩することと、カフェ巡り 

・最近、夫の東京への転勤が決まったことをきっかけに地方から、緑豊かな多摩ニュータウンに

引っ越してきた子連れ夫婦 

・都心までのアクセスが 1時間圏内の立地、緑豊かな土地で子どもを思いきり走らせることがで

きる場所でのびのびと子育てしたいという思いで、多摩ニュータウンへの移住を決意 

（４）配信予定内容（一例） 

・多摩ニュータウンで暮らしに役立つ情報 

・多摩ニュータウンの魅力を伝える情報 

・多摩ニュータウンに対する域外居住者からの疑問に応える内容 

・その他、目的・趣旨に合致する内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）運用開始日 

２０２４年１月１５日（月） 

 

≪配信イメージ≫ 

https://www.instagram.com/tamako_iju/


２．お客さまのお問い合わせ先  

京王電鉄株式会社 沿線価値創造部  

ＴＥＬ：０４２－３３７－３０４６ 営業時間：９：３０～１８：００ ※土・日・祝日を除く 

ＭＡＩＬ：tamako_iju@keio.co.jp 

ＵＲ都市機構 東日本賃貸住宅本部 多摩エリア経営部 

ＴＥＬ：０４２－５９５－９１７ 営業時間：９：１５～１７：４０ ※土・日・祝日を除く 

                  

以 上 

 

【参考】京王電鉄とＵＲ都市機構の取り組みについて 

京王電鉄とＵＲ都市機構は、京王沿線およびその周辺地域において地域の持続可能な住まい・

まちづくりを実現するため、２０１８年６月１４日付で連携協定を締結しました。また、連携協

定を具体的に推進するために、２０２２年４月には多摩ニュータウンにおける取組方針を策定し

ました。地域の皆さまとともに、「多世代が住み続けやすく、多様なライフスタイルを実現でき

る持続可能なまち」の実現に向けて取り組んで参ります。 

 

 


